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南牧村の学校環境の課題

1北 小

(1)学 校教育の現状

◎施設 ・環境面

【学校施設 として好ま しい面】

・南 向きの校舎で 日中の 日当た りもよく、風 当た りも強 くない。

・校庭が芝生であ り、厳冬以外は一年を通 して野外活動が可能である。

・校舎 の構造がハモニカ型 の三階建てであ り、教室配置がシンプルで全体の間取 り

が把握 しやすい。

・校庭で活動する子供たちの姿が どの部屋か らもよく見える。

・行事等で体育館 に移動 しやす く、外か らの対応 も容易である。

・ランチルーム、プールが明る く、開放的である。

・保健室が南向きで明るく、居心地がよい。

・視聴覚室、図書室、音楽室、パ ソコンルー ムが絨毯張 りで直に座 ることがで き、

使い勝手がよい。

・校庭以外 にも近隣に安全にマラソンをす る道路があ り便利である。

・小海分院に三校で一番近い。

【学校施設 として好 ま しくない面】

・校舎北側 に山腹 が迫 り、廊下が暗 く、冬場の寒 さがある。

・昇降 口を入る児童の姿が見れ るのが職員室の小窓だけである。

・2・3階 のベ ランダは、活動の激 しい子 どもには心配である。

・低学年には3階 まで上が り下 りするのが大変。

・雨漏 りな どの老朽化が激 しい。

・国道か ら学校 に入 る交差点が、見通 しが悪 く危険である。

【使用可能教室】

普通教室6、 理科室、音楽室、家庭科室、図書室、保健室、図工室、視聴覚室、

パ ソコンルームが各1、 余裕教室が無い。

◎運営面

・放課後、全校で使 える自由時間が取れ ない。

・スクールバスは中学校 との併用であ り、登下校の時間設定が難 しい。

・体験型学習の足 として、バス運行が不可欠である。

・コミュニティスクール活動 として、地域の皆 さんに協力を得ているが、それぞれ

の地区を題材 とした学習や地域に出かけての学習が少ない。

・任地居住でない教職員が多 く、時間的に臨機応変の学校運営は難 しい。

・佐久地区居住教員が多い(佐 久の文化を理解 している)
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(2)今 後予想 される課題

・特別支援教室が必要

・児童数 の減による児童会の運営

・体育(ゲ ー ム形式) 、運動会など行事の運営(種 目、係)

・多様な意見発表や話 し合い、 グループ活動 ができない。

・PTA活 動の制約

・教員配置(初 任者、独身、若い)

2.南 小

(1)学 校教育の現状

◎施設 ・環境面

【学校施設 として好ま しい面】

・校庭が広 く、多 目的な屋外活動が可能である。

・職員室から登下校する児童 の姿が よく見 ることができ、声掛けが しやすい。

・多 目的スペースがあ り、 ミニ集会な ど体育館 を使 うまでもない活動に使える。

・玄関か ら続 く廊下が展示スペースとして有効活用できる。

・変則的だが2階 建てで、児童 には安全。

・図書室が明るく、 日当た りがよく最高の環境である。

【学校施設 として好 ましくない面】

・校庭で遊ぶ児童の姿が職員室や教室から全 く見えない。

・教室配置が複雑 で全体の把握 が しづ らい。

・普通教室棟 は、1階 建てで地形的に低 く、廊下に階段があ り、全体的に暗 く開放

感 に乏 しい。

・冬場の強風や寒 さにより、屋外での活動が制限 され る。

・保健室は、職員室や教室か ら遠い。

【使用可能教室】

普通教室6、 理科室、音楽室、家庭科室、図書室、保健室、図工室、視聴覚室、

パ ソコンルームが各1、 特別支援教室2で あ り、余裕教室が無い。

◎運営面

・徒歩通学の範囲が広 く、通学上の心配がある。

・スクールバスは中学校 との併用であ り、登下校の時間設定が難 しい。

・特別支援学級は2学 級あ り、支援 を要す る児童への対応ができる。

・任地居住の職員が多 く、臨機応変の学校運営が可能である。

・体験型学習の足 として、バス運行が不可欠である。

・晩秋か ら春先までの長期間、校外活動が制限 される。
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(2)今 後予想 され る課題

・児童数の減 による児童会の運営

・体育(ゲ ーム形式) 、運動会など行事の運営(種 目、係)

・多様 な意見発表や話 し合い、グループ活動ができない

・PTA活 動の制約

・教員配置(初 任者、独身、若 い)

3.中 学

(1)学 校教育の現状

◎施設 ・環境面

【学校施設 として好 ま しい面】

・山塊に囲まれ 日当た りもよく、強風などの心配がない。

・グラン ドの排水がよく、雨が上がればす ぐに使用できる。

・ランチルームと二階建ての体育館の構造が機能的であ り、使い勝手がよく明るい。

【学校施設 として好ま しくない面】

・玄関は広いが、職員室か ら昇降口の生徒の姿がまった く見えない。

・管理棟は構造が閉鎖的で、会議室に窓が無 く圧迫感 がある。

・屋外 プールは使用期 間が短 く、管理が大変で ある。

・駐車場が狭い。

・周囲の山林の手入れがされず、カラマツの成長によ り空が狭 く、野生動物の出没

がある。

・グラン ド前の道路が冬期間凍結 し危険である。

・全体的に除雪が しづ らい。

・雨漏 りなどの老朽化が激 しい。

【使用可能教室】

普通教室6、 理科室、音楽室、技術科室、被服室、調理室、美術室、図書室、

保健室、パ ソコン室、会議室が各1、 特別支援教室2で あ り、余裕教室が無い。

◎運営面

・スクールバスの運行に合わせた 日課設定が必要になる。

・生徒の拘束時間が長いが、学校で 自由に使 える時間が少ない。

・生徒会や部活動な どの休 日登校 は家庭対応 になる。

(2)今 後予想 され る課題

・身に着けなけれ ばな らない知識 が多いが解決力が身につかない。

・教員数の減(1教 科1教 師)授 業改善が図れ ない。

・免許外教科担 当を置かざるをえない。

・部活動の運営

3



〇三校共通 として

・小人数の職員数 によ り、職員1人 が受け持つ係が多く負担が大きい。

・子供たちが少ない分、個別指導に手が回 り、個々のメ リットがある。

・手が入 りす ぎて、子 ども達 と教師の関係が難 しくなることがある。

・スクールバスの利用による運動不足。
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参考資料

学校別決算状況(H18～H27)

単位:千 円

年

度
学校 総決算額

1

人件費1人 数等
　

　

工事 費等1内 容

1

18

北小 19β95
15

.3611 謝 、用1 1
南小 276,534 8.3691

　

鋤 、用1 254,5551体 育鰍 修 、プ_ル
　

中学 40,158 9.9091
!
董3、 用1 1

19

北小 48,022 5.4211
　

謝 、用1、 支0.2 28,8231校 庭芝生化

南小 117,120 8.9651劃 、用1、 支0.2
1

95,5691校 長 室 、職 員 室 改修

　

中学 35,911 1・ρ4L 黄3、 用1 1

20

北小 18,865 7,0361講1、 用1、 支1

南小 26,970
　

5413詣 咽1、 支1 2,697 プール熱交換機

中学 55,690 12,712講4・ 用1 20,740 プール 、渡り廊下

21

北小 20,968 6.7221
　

薄1、 用1、 支1

南小 25,582 7.0471
　

董1、 用1、 支2

中学 40,989 15,988 薄4、 用1 1,260 プール更衣室

22

北小 22,950 8.59・1 董1、 用1、 支3 2,0931地 下 タンク、プール

南小 23,712 7.1281
　

勧 、用1、 支2

　

2,4001体 育館照明、放送機

中学 4t465 16.3141
　

葦4、 用1 　
　

23

北小 23,988 7,61g講1、 用1、 支2
　3

,072 トイレ

南小 34,688 7.7531
　

諏 、用1、 支2 9,202 電源 、トイレ

中学 58,880 15.7161薄4、 用1 19,901 暖房、外壁

24

北小 23,804 8.0761勘 、用1、 支2 1,496 電源

南小 26,558
　

8.4521

　

謝 、用1、 支2 1,793 プールサイド

中学 40,079 16.4711

　

董4、 用1

25

北小 28,759 8.3511謝 、用1、 支2 4,075 トイレ内壁

南小 64,067
　

8.1031

　

諏 、用1、 支2 38,431 プール屋根 、犬走り

中学 46β25 15.0411
1
黄4、 用1 9β03 プール、体育館屋根

26

北小 24」25 8.4541

　

謝 、用1、 支2

南小 25,288 8β431
　

劃 、用1、 支2

中学 34,200 12.5701 董3、 用1

27 北小 23,732
1

9,2931講1、 用1、 支2
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南小 23,268
　6

.8291
　

蕎1、 用1、 支2 691 音響

中学 42,715
　

11.4241
　

董3、 用1 14,840 雨漏り修糸善

計

北小 230,876
　

65.6301 39,559

南小 620,519
　69

.5731 　 405,338

中学 394,197
　

124.7621
　

66,044
　

北 小:S56年 工 事 開始 、S58年 二 期 工事 完 了(築34)

南 小:S58年 工 事 開 始 、S59年 二期 工事 完 了(築33)

中学:S52年 工事 開 始 、S54年 三 期 工事 完 了(築38)

佐久管内町村別

小学校統計

H16 H27

町村名
小学

校数

学級

数

児童

数
人 口

小学

校数

学級

数

児童

数

減少

率
人 口 減少率

南牧村 2 12 220 3,450 2 14 190 一13 .6% 3,055 一11 .4%

川上村 2 17 353 4,892 2 14 180 一49 ,0% 3,862 一21
.1%

南相木村 1 6 79 1,484 1 6 58
一26
.6% 1,027 一30

.8%

北相木村 1 6 69 998 1 6 53 一23 .2% 803
一19
.5%

小海町 2 13 329 5,684 1 8 176 一46
.5% 4,676 一17

.7%

佐久穂町 4 37 810 13,238 1 19 517 一36
.2% 11,355 一14

.2%

御代田町 2 31 868 13,982 2 35 954 9.9% 15,018 7.4%

軽井沢町 3 39 1,024 16,970 6 95 975 一4
.8% 19,605 15.5%

立科町 1 18 501 8,445 1 16 344 一31
.3% 7,296 一13

.6%

※学級数は特別支援学級を含む
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児 童 生徒 数将 来推 計

※平成28年度までの出生児数による数値(1」、学校はH35、 中学はH41ま で)
単位:人

学校名 28年 度 29年 度 30年 度 31年 度 32年 度 33年 度 34年 度 35年 度

南牧北小学校
入学児

全校

12

70

7

66

14

68

9

66

7

63

8

57

7

52

8

53

南牧南小学校
入学児

全校

14

104

20

101

13

99

8

88

4

78

13

72

12

70

8

58

小学校計
入学児

全校

26

174

27

167

27

167

17

154

11

141

21

129

19

122

16

111

南牧中学校
入学生

全校

39

88

33

83

28

100

28

89

25

81

33

86

26

84

27

86

児童生徒数計 262 250 267 243 222 215 206 197

学校名 36年 度 37年 度 38年 度 39年 度 40年 度 41年 度

南牧中学校
27

80

17

71

11

55

21

49

19

51

16

56

学校別全児童生徒数の推計
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平成28年12月26日

南牧村長 大村 公之助 様

南牧村学校づくり委員会

委員長 林 崇 介

今後の南牧村立小 ・中学校の望ましい教育環境の在 り方 と

その実現に向けた方策にっいて(答 申)

平成28年5月30日 付けで南牧村長 から諮問 を受けた標記の事項について、下記 の意見を

添えて次の とお り答申する。

答 申

「現在ある2校 の小学校 を統合 し、統合小学校 と中学校 において

特色ある小中一貫教育を目指す。」

《答申の理 由》

南牧村学校づ くり委員会では、大村村長からの諮 問を受け、委員会審議8回 、先進地視察

2回 を開催 し検討 してきま した。また専門的な見地か らの意見を集約するために教育専門部

会を発足 し、今後の南牧村の教育にふ さわ しい教育 ヴィジ ョンを検討 しま した。

全国的に進む少子化により、当村の児童 ・生徒数は現在262名 であ り、今後 もさらに減少

す ることが予想 されています。2つ の小学校で児童数10人 未満の学年が見込まれ るなどク

ラス活動や学校運営に懸念が持たれます。また、三校の校舎は、昭和50年 代の同時期に建

設 され老朽化が進んでいます。

このよ うな状況の中で、南牧村学校づく り委員会は、児童生徒に とってより良い教育環境

とは何かを中心に検討 してまい りま した。児童 の成長には、多 くの人、多 くの物事 との関わ

りを通 じて切磋琢磨 し、社会性 を培い、発達段階や関心の程度 に応 じた教科学習や クラブ活

動等 を通 して、確かな学力 と豊かな心 を身にっけていく必要があ ります。そのためには学級

の人数は少なくとも15人 以上が望ま しい と考 えます。 自治体合併を望まず 自立を選択 した

南牧村に とって、学校規模 の縮小は止むを得ないものであ りますが、将来を見通 した中で、
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現段階で最 も望ま しい教育環境 と効率的な学校運営 を合わせ て検討 した結果、小学校の統合

と小中一貫教育の導入は最善の方策 との結論に至 りま した。

よって、次の意見を付 して答 申といた します。

見意

　1く

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

児童 ・生徒 にとって最 も望ま しい教育環境 を早急に実現するため、小中一貫教育の

研 究を深 め、ふるさと学習などを中心 とした南牧村 の学校教育 ヴィジョンが確実に

実施 され るよ う努め られたい。

統合にあたっては、新 しい学校施設 を建設 され たい。

建設地は、既存 の小 ・中学校敷地又は新設 も含 め、最 も適切な場所を選定 されたい。

児童 ・生徒の通学手段は、総合的に村が対策 を講 じられたい。

新 たな学校は、放課後、 自習ができるスペースや、児童 クラブ等の多 目的な施設 を

併設 されたい。また、他の公共施設 との複合化や住民の交流の場 となるような学校

を拠点 とした地域 コミュニテ ィの形成 に資するもの とされたい。

厳 しい冬期間、児童生徒が運動の機会 を確保できる施設 を造 られたい。

学校が無 くなる地域の振興に配慮 されたい。

今後 も住民、保護者 の声を積極的に聴取 し、丁寧な合意形成 を図られたい。

以上
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「南牧村の教育環境に関する保護者意向調査」結果集計

1.調 査の概要

保護者意向調査対象世帯 ・・

回答数 …228世 帯

・村内在住で平成28年12月31日 時点でお子 さんがいる世帯

対象世帯数396世 帯(延 べ児童数)

(多子世帯は複数回答有)

回答 率 … 57.6°/o 228/396

☆ 子供の属性別学校区別回答率

属 性 学校区等 対象数 回答数 回答率

未就園 61 31 50.8

保育園
南 牧 30 14 46.7

野辺山 41 21 51.2

小学校

北 小 70 42 60.0

南 小 104 45 43.3

小諸養護 1 0 0.0

中学校
南 牧 88 51 58.0

小諸養護 1 0 0.0

分類不能 24

計 396 228 57.6

※保育園は年少～年長 まで ・未満児は未就園に分類

※小諸養護は基本情報2に 選択肢が無いため回答率は0.0%と 表記

☆ 回答者 の内訳

基本情報1:お 住まいの地区

海 尻 海 ノロ 広 瀬 板 橋 野辺 山 平 沢 未記載

24 61 27 26 63 25 2

基本情報3:お 子 さんの学年等

未就園 ・未

満児
年 少 年 中 年 長 小1 小2 小3

31 9 5 20 8 14 13

小4 小5 小6 中1 中2 中3 分類不能

16 17 18 21 9 18 29
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r【.調 査結果(表 内数値はすべて%)

問1現 在お子 さんが通 っている学校の良いと思う点を次の選択肢から、特に良いと思 う順番か ら

3つ 選び、その番号 を解答欄 に記入 して くだ さい。

① きめ細やかな学習指導がされていて、子 どもに必要 な学力がついている

② 基礎的な学力の習得 に加 えて、よ り深い教育指導がなされている

③ 教師や友人 との、濃密な人間関係がつ くられている

④ 学校の行事や部活動 ・クラブ活動な どにすべての子 どもが積極的に参加できている

⑤ 特別支援教育の体制や内容が充実 している

⑥ 南牧村や長野県の環境や歴史などのふるさとの特性を活か した教育がされてい る

⑦ 高校進学や就職までの将来を見とお した教育指導がな されている

⑧ 子 どもの教育に必要な学校 の施設が充実 している

⑨ 学校の施設や通学方法の安全性に必要な気配 りがされており、安心 して通学 させ られる

⑩ 学校 と地域の結びつきが しっか りしていて、お互いに信頼関係 が築けている

⑪ 保護者 どうしの関係 が濃密で必要な情報 を得 られやすい

⑫ 特にない

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

一番 い い と ころ 18 4 21 13 9 3 0 5 16 1 1 9

次にいいところ 7 8 17 6 10 12 0 6 13 11 5 5

その次に いいところ 10 4 9 10 10 10 0 5 9 13 5 15

計 12 5 16 10 10 8 O 6 13 7 4 9

回答の傾向と考察

選択のばらつきはあるが③、⑨、①の選択が目立つ。 ③少人数なことによる教師や友人との濃密な人間

関係、①きめ細やかな学習指導ができていると評価 していることが見 うけられる。一方で⑦将来を見通 し

た学習指導がされているの評価が皆無。

問2現 在お子さんが通 っている学校のよくないと思 う点を次の選択肢か ら、特 に良 くないと思 う順

番か ら3つ 選び、その番号 を解答欄に記入 して ください。

① 子 どもに必要な学力がついていない

② 基礎的な学力の習得のほかに加 えての、より深 い教育指導がな されていない

③ 教師や友人 との人間関係が固定化 していて競争力や他者への思いが養えていない

④ 学校 の行事や部活動 ・クラブ活動な どが十分 に行 えていない

⑤ 特別支援教育の体制や内容が不十分である

⑥ 南牧村や長野県の環境や歴史などのふ るさとの特性を活か した教育がされていない

⑦ 高校進学や就職までの将来 を見とお した教育指導がな され ていない

⑧ 子 どもの教育に必要な学校の施設が充実 していない

⑨ 学校の施設や通学方法の安全性に必要な気配 りがされてお らず、安心 して通 させ られない

⑩ 学校 と地域の結びつきが希薄であり、村の学校 とい う感 じが しない
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⑪ 保護者 どうしの関係が近す ぎて窮屈さを感 じる

⑫ 特にない

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

一 番 よ くない と ころ 8 13 20 16 5 1 10 3 5 0 5 14

次 によ くないところ 3 9 14 16 3 13 13 10 6 4 6 3

その次によ くないところ 2 5 12 8 4 5 21 6 5 6 15 11

計 5 9 16 14 4 6 14 6 5 3 8 10

回答の傾向と考察

③、④、⑦、②の選択が多い。③人間関係の固定化や競争力など、②基礎学習のほかのより深い教育指導

ができていないとする指摘が多い。問1で 小規模によりきめ細やかな指導ができていると評価するもの と、

できていないとする意見の両面があることが伺える。 ④は少人数により行事や部活動が十分行われてい

ないとの考えが多い。⑦も問1と 同様に中学卒業後を見通 した就学指導ができていないとの指摘が多い。

問3現 在、小中学校の給食は中学校の給食セ ンターでまとめて作 らています。学校給食について満

足されている点と不満な点 を次の選択肢か ら3つ 選び、その番号を解答欄に記入 して ください。

① 地元の食材を使 ったメニューな どの地域性 を活か した給食提供

② 食の安全 に十分配慮 した給食提供

③ 温かいものは温か く、冷たいものは冷たい適温で提供 され る給食

④ 食物ア レルギーに配慮 した給食

⑤ 子 どもの成長 に必要な栄養が十分 に考えられた給食

⑥ おい しくて、子 どもが毎 日、楽 しみにする給食

⑦ 食べ方や食事のマナー、食材 ・メニ ューから子 どもたちが さまざまなことを学び取る食育 ・

給食指導

⑧ 特にない

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

特に満足 39 10 6 0 13 29 1 2

次に満足 24 19 14 6 26 10 0 1

その次に満足 14 21 9 3 19 19 8 7

計 26 17 9 3 19 20 3 3

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

特に不満 1 5 15 13 2 8 8 48

次に不足 5 3 9 29 2 15 22 15

その次に不満 5 23 5 3 5 13 20 26

計 3 8 12 15 2 10 14 36

回答の傾向 と考 察

「満 足な点」①、⑥、⑤、② の選択が多い。給食 の基本である点に最低限満 足 して頂いているもの と思わ
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れ る。 「不満 な点」の選択 にば らつ きは あるが、不満 なこ とは 「⑧特 にない」が一番 多 く安心で きる。 そ

の一方で④食 物ア レル ギーへの対応 、⑦ マナー指導、③ 温かい食事 の提供 に不満があ り課題が あると思わ

れ る。

問4次 の間4か ら問5は 、保育園児や未就園児の保護者にお聞き します。お子 さんが将来通学する

村の小中学校 に求めるものはなんですか。次の選択肢の うちで特に求める順番か ら3つ 選び、その

番号 を解答欄 に記入 して ください。

① 基礎的な学力をっけるための、きめ細やかな学習指導

② 基礎的な学力の習得に加えて、子 どもの習熟度に応 じた柔軟な学習体制の充実

③ 学校行事や部活動 ・クラブ活動 などの充実

④ 特別支援教育の体制や内容の充実

⑤ 義務教育修了後の進学や ・就職までの子 どもたちの将来を見据えた教育体制

⑥ 南牧村や長野県の環境や歴史などのふるさとの特性 を活 か した教育

⑦ 子 どもの教育に必要な学校の施設 の充実

⑧ 学校の施設や通学方法の安全性にに必要な気配 りがされてお り、安心して通学させられること

⑨ 子どもたちが南牧村で学んだことや経験したことに誇 りを持ち、そこで学んだことやふるさとを自分の

原点と思えるような学校

⑩ 学校 と地域の結びつきが しっか りしていて地域 に開かれた学校
こ っ き しん

⑪ 子 どもたちの自律する心や困難に立ち向か う克己心をは ぐくむ学校

⑫ 子 どもたちに とって将来必要 となる競争心や他者への思いをはぐくむ学校

⑬ 特 にない

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

特に求めるところ 17 33 4 2 2 2 0 10 9 1 11 8 1

次に求めるところ 5 15 16 1 15 3 4 7 4 8 10 12 0

その次に求めるところ 4 8 10 11 11 5 8 14 10 3 12 4 0

計 9 19 10 5 9 4 4 10 7 4 11 8 0

回答の傾向と考察

②基礎的な学力の習得 に加 え習熟度に応 じた学習 の充実 を特に望んでいる。問2で も、深 い学習が

できていない とする選択があったことから課題 といえる。⑤の将来 を見据 えた教育は、既就学世帯

ほどでな く、⑪ 自立心、克己心が育める学校 を望んでいる。

問5現 在、小中学校の給食は中学校の給食セ ンターでま とめて作 られています。お子 さんが村の小

中学校 に進学 され るにあた り、学校給食に求めるものはなんですか。次の選択肢の中か ら特に求め

る順番か ら3つ 選び、その番号 を解答欄に記入 して くだ さい。
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① 地元の食材 を使 ったメニューな どの地域性 を活かした給食提供

② 食の安全 に十分配慮 した給食提供

③ 温かいものは温かく、冷たいものは冷たい適温で提供 される給食

④ 食物ア レルギーに配慮 した給食

⑤ 子 どもの成長に必要な栄養が十分 に考 えられ た給食

⑥ おい しくて、子 どもが毎 日、楽 しみにする給食

⑦ 食べ方や食事のマナー、食材 ・メニューから子 どもたちがさまざまなことを学び取る食育 ・

給食指導

⑧ 給食はなくてもいい。弁 当を持たせればよい

⑨ 特にない

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

特に求めるところ 11 34 2 15 17 15 5 0 1

次に求めるところ 17 16 14 3 17 24 9 0 0

その次に求めるところ 15 9 14 7 13 25 17 0 0

計 14 20 10 8 16 21 10 0 1

回答の傾向と考察

⑧給食はいらない以外は、まんべんなく求められている。問3同 様②⑤⑥は給食の基本。

問6こ こか ら全員に伺 います。長野県は全国で唯一、義務教育段階での35人 規模学級を実施 してい

ますが、南牧村の小中学校は、ほとん どの学級 で35人 を下回っていて、いわゆ る小規模学級 ・小規

模校 となっています。初めのグラフの とお り、この傾 向は今後どんどん進行 してい くことが明 らか

です。小規模校については、子どもた ちにもた らすメリッ トとデメリッ トの両方が言われ てもいま

す。 この点について、あなたのお考えに当てはまるものを次の選択肢か ら3つ 選び、その番号を解

答欄に記入 して ください。

① 教師のきめ細やかな学習指導ができるので望ま しい

② あらゆる場面で教師の 目が届 きやす く、子 どもの安全が確保 されるので望ま しい

③ 人間関係が固定化 して しまい、 自立心や競争心がは ぐくまれない

④ 配置 され る教員数が少な くなるので、 より深い学習指導がむず かしくなる

⑤ 一人ひとり活躍の機会が多いので望ま しい

⑥ 特別支援教育や個々のこどもの実情に沿った学習指導や生活指導ができる

⑦ 配置 される教員数が少なくなるので、特別支援教育や個々のこどもの実情に沿った学習指導や生活指

導が困難になる

⑧ 学校行事や部活動 などが十分に行えない不安がある

⑨ 学校 自体が存続できな くなる可能性があ り不安 を感 じる

⑩ 学校に少人数 とか大人数 とかの規模は関係 ない

⑪ 考えたことがない

⑫ あてはまるものはない
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

特に当てはまるもの 18 13 28 8 4 1 3 15 4 6 0 0

次に当てはまるもの 5 16 17 7 7 4 8 32 3 0 0 1

その次に当てはまるもの 9 4 14 11 7 8 5 24 9 5 0 4

計 11 11 20 9 6 4 5 23 5 4 0 2

回答の傾向 と考察

⑧ 、③ 、①、② に選択が多い。課題 と して⑧行 事 ・部活動が十分に行 えない、③ 人間関係 の固定化があ り、

利 点 と して①きめ細やかな学習指導、② 教師 の 目が届 きやすいが上げ られ る。少人数 とい うことは利 点 も

難点 もあることが伺 える。

問7現 実的に子どもたちの数が減少 していくことが明 らかななかで、子 どもたちにとってのよ りよ

い教育環境を考えるための選択肢のひ とつと して、小中学校の統廃合を検討することは避けては通

れません。あなたのお考えに近 いものを次の中か ら一つだけお選び くだ さい。

① 今の3校 のままがよい

② 小学校のみ統合すべきだ

③ 小 中学校を一つに統合 して小中一貫教育をすべきだ

④ 保育園 と小中学校 を統合 して保小中の一貫教育 をすべきだ

⑤ 小学校は他町村の学校 と統合すべきだ

⑥ 中学校は他町村の学校 と統合すべきだ

⑦ 小学校 も中学校 も他町村の学校 と統合すべきだ

⑧ あてはまるものはない

⑨ 興味がない

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

9 20 45 8 0 7 7 3 1

回答の傾 向 と考察

①現状 の3校 存続が9%で あ り、村 内でのいずれかの形 で統合(② ③④)73%で かな り多い。

一方 で他町村 との統合(⑥ ⑦)が14%あ るのは中学校部活動へ の不満が多いか らであろ うか。

問8あ なたは、小中一貫教育について知 っていますか。

① 知ってい る ② よく分か らないが聞いた ことがある ③ 知 らない

① ② ③

52 48 0

回答の傾向と考察

小中一貫を③知 らないが皆無である。
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問9問8で ① 知っていると答 えた方にのみお聞き します。

南牧村で小中一貫教育 を導入 した場合、効果があると思いますか。

① 効果がある ② わか らない ③ 効果が無い

① ② ③

34 56 10

回答の傾向と考察

②わからないの選択が半数以上であるが①効果があるも34%に 上る。

問10あ なたは、小中一貫教育について、詳 しく説明を聞 きたいと思いますか。

① 聞きたい ② どち らでもよい ③ 聞きた くない

① ② ③

67 31 2

回答の傾向と考察

①説明を聞きたいが多く、今後、説明会等で周知す る必要があると思われる。
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小中一貫教育の新たな展開(概 論)

1制 度化の 目的

全国で進められている小 中連携、小中一貫教育の目的については、置かれている様 々な状

況か ら極 めて多様である。一つには、少子化 の進行や地域 コミュニティの弱体化、核家族化

の進行により児童生徒の人間関係が固定化 しやすい中、小中連携、小中一貫教育の実施によ

り、児童生徒が多様な教職員、児童生徒 と関わる機会 を増やす ことで小学生の中学進学に対

す る不安感 を軽減することを 目的 とする例がある。

中教審答申において、小 中一貫教育の制度化の目的 にっいては、「小 ・中学校段階の教職

員が9年 間を通 じて実現 したい教育 目標 を共有 し、一体的な組織体制 の下、9年 間一貫 した

系統的な教育課程を編成 ・実施することができる学校種を新たに設けるな どして、設置者が

地域の実情を踏 まえて小中一貫教育が有効であると判断 した場合 に、円滑かつ効果的に導入

できる環境を整 えることである。」 とし、この ことによ り小 中一貫教育の優れた取 り組みの

全国展開 と既存の小 ・中学校における小中連携の高度化が促進 され、

① 組織的 ・継続的な教育活動の徹底 による教育効果の向上(学 力 ・学習意欲の向上)

② 子 どもたちの社会性の育成機能の向上

③ いわゆる 「中1ギ ャ ップ」の緩和(不 登校 ・い じめの減少等)を は じめとす る生徒指導

上の諸問題の減少等 に資することとな り、義務教育全体の質の向上が期待 されている。

2新 たな学校種 の創設

① 義務教育学校

一人の校長の下
、一つの教職員集 団が9年 間一貫 した教育を行 う新たな学校種 を学校教育

法に位置付ける ※ 「学校教育法等の一部 を改正す る法律」 平成28年4月1日 施行

② 小中一貫型小学校 ・中学校(仮 称)

それぞれ独立 した小 ・中学校が義務教育学校 に準 じた形で一貫 した教育を施す ことがで

きる ※いずれ も小 ・中学校学校指導要領における内容項 目をすべて取 り扱 う形で

教育が行 われ るもの

3教 育課程

○ 上記いずれ においても教育課程 については、

①9年 間の教育 目標の明確化

② 当該教育 目標に即 した教科等毎の9年 間一貫 した系統的な教育課程の編成 ・実施

(年間指導計画の策定を含む)

また、現行の学習指導要領に基づ くことを基本 とした上で、独 自教科の設定、指導内容

の入れ替え ・移行な ど一定の範囲で教育課程の特例が認め られ る。

○ 「中1ギ ャップ」や子供 の発達の早期傾向な ど、地域の児童生徒が抱 える教育課題 に対

17



応 して9年 問の教 育課 程 におい て6-3以 外 に も4-3-2、

区切 りを設 定 でき る。

5-4な ど柔軟な学年段階の

4施 設形態の分類

① 施設一体型:小 学校 と中学校の校舎の全部または一部が一体的に設置 されている

(渡り廊下などでつながっているものを含む)

② 施設隣接型:小 学校 と中学校の校舎が同一敷地内又は隣接す る敷地に別々に設置 されて

いる

③ 施設分離型:小 学校 と中学校の校舎が隣接 していない異なる敷地に別々に設置 されてい

る

*小 中一貫教育の二っの類型*

義務教育学校

・9年

修 業(但 し転校 の円滑化等のため、前半6年 と

年限 後半3年 の課程の区分は確保)

・9年 間の教育 目標 の設定、9年 間の系統

性 を確保 した教育課程の編成

・小 ・中の学習指導要領を準用 した上で、

教 育 一貫教育の実施 に必要な教育課程の特例

課程 を創設(一 貫校 の軸 となる新教科創設、

指導事項の学年 ・学校段階の入れ替え ・

移行)

・一つの教職員組織

・教員は原則小 ・中免許 を併有

(免許の併有を促進)

小中一貫型小 ・中学校(仮 称)

・9年 間の教育 目標 の設定、9年 間の系統

性 を確保 した教育課程 の編成

・小 ・中の学習指導要領 を適用 した上で、

一貫教育の実施に必要な教育課程 の特例

を創設(同 左)

・学校毎 に教職員組織

(学校間の総合調整担当を任命、学校運営

協議会の合同設置、校長の併任等、一貫

教 育 を担保す る組織運 営上 の措置 を実

施)

・教員は各学校種に対応 した免許を保有
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5小 中一 貫教 育の取組 実施 状況(文 科省 実態調 査)

・取組 件数:市 町村数211市 町村(約1割)

総 件 数:1,130件(小 学校2,284件 、 中学校1,140校)

・実施 予 定 または検討 中:166市 町村(約3割)

・国及 び市町 村 の状 況 を注視 して い る市 町村:450市 町村(約3割)

・実施総 件数1 ,130件 の内訳

施設 一体 型148件(13%)施 設 隣接型59件(5%)施 設 分離型882件(78%)

その他(併 存 な ど)41件(4%)

6教 育課程 の特例の実施状況

・独 自の教科等の創設72%

・英語教育 ・外国語教育の導入82%

・指導内容 の前倒 し18%

7乗 り入れ指導の実施

小学校 においては学級担任制であったものが、中学校においては教科担任制 となる。

小学校教員の免許は全教科 に対応 した免許であるが、中学校教員は特定の教科に対応 した

ものである。小 ・中学校教職員聞で指導の在 り方をよく相談 し、認識 を共有 した上で乗 り入

れ指導を行い、小学校 高学年段階等か ら教科担任制 を一部導入 した り、小学校から進学 した

生徒 を見守 りなが ら指導す る取 り組みが広 く行われている。

乗 り入れ指導 は、児童生徒の不安の軽減、いわゆる 「中1ギ ャップ」の解消、教員の他校

種に対す る理解増進、意識変革等を図る観点か ら効果がある。

8地 域 と共にある学校 として

地域 コミュニティの衰退、三世代同居の減少、共働 きやひ とり親世帯の増加 といった様々

な背景の中で、家庭や地域における子供の社会育成機能が弱まっているとの指摘がある。

また、少子化に ともない、単独の小学校では十分な集団規模 を確保できない場合が多 くな

っている。 こうした中で、異学年交流を活発化 させた り、多くの教師が児童生徒に関わる体

制 を確保 した り、地域の教育力を積極的に学校へ取 り入れ ることへのニーズが高まっている。

今後、9年 間を通 して学校 と地域が連携 して子 ども達の成長を見守 るとい う考えに立って、

小中一貫教育 を実施する学校 を地域 ぐるみで支える場 を確保することが重要であ り、こうし

た ことが学校 を拠点 とした活力ある地域 コミュニティの形成に資するものとなる。

また、学校施設は、災害時の避難所 となることや、地域の核施設 となることを視野に入れ、

他の公共施設 との複合化を図 り、地域住民と共同利用ができる施設 となることが有効 となる。
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